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第２２回行田市鉄剣マラソン大会が４月２日、行
田グリーンアリーナの周辺を会場に行われました。
当日はやや肌寒いもののすがすがしいマラソン日
和。自らの記録に挑戦する人や家族連れで参加した
人など２,４４４人が力走しました。
今大会には、昨年に引き続き谷川真理さんがゲス

トランナーとして招かれ、１.３kmジョギングの部
と５kmの部の２種目に出場し、参加者らとともに
さわやかな汗を流していました。

より効率的な行財政運営に向けて

「集中改革プラン」を策定しました……………２～３

～お寄せください あなたのご意見～

市民の声を市政に反映させるために……………４～５

保健案内……………１２

写真館……………１６～１７

広場……………１８～１９

催し・募集……………２０～２３

歴史系譜・キラリ元気……………２４
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より効率的な行財政運営に向けて 

「集中改革プラン」を策定しました 「集中改革プラン」を策定しました 「集中改革プラン」を策定しました 
　市では、今後における厳しい財政状況下でも安定した行財政
運営を行うために、「行政改革推進本部」や、公募市民や有識者
により編成された「行政改革推進委員会」を設置し議論を重ね
てまいりました。 
  このほど、検討結果が「集中改革プラン」としてまとまりました
ので、その概要をお知らせします。 

市では新しい視点に立った改革に取り組んでいます 

【集中改革プランとは】 
　これまでの市における各種取り組みを踏まえ、今後の「ま
ちづくり」を推進していく上で、少子高齢化の進行に伴う人
口構造の変化、住民ニーズの複雑多様化など社会情勢の変化や、
地方分権社会への転換に対し、さらなる創意工夫が求められ
ており、新しい視点に立った改革を推進することが必要となっ
ています。 

  本プランは、今後さらに厳しさを増す財政状況にあっても、限られた財源の中で、行政サービスの低下を極力避けな
がら、魅力的なまちづくりを進めるために、また、抜本的に財政を改革し、将来世代へ過度の負担を残さないことを
目的に策定しました。平成１７年度から平成２１年度までの５年間に、歳入の規模に見合った歳出構造への転換を図り、
大綱に位置付けられた改革項目のうち財政的効果のある分野を抽出し、これらについて数値目標の設定を行い、集中
的に取り組むべき内容を示したものです。 

※上記における推移は現時点における施策状況を反映させたものです。平成２１年度までの推移は非常に厳しい結果となっており、平成
１９年度には約５億円、平成２０年度には約６億円、平成２１年度には約１１億円の財源不足が見込まれます。集中改革プランに取り
組むことにより、これら財源不足を解消し、健全な財政運営を目指そうとするものです。 

※上記の表は平成１１年度から平成１６年度までの実績として歳入および歳出について効果額を明記したものです。歳入確保における
効果額は約２億４千万円、歳出削減における効果額は約２３億６千万円となっており、合計で約２６億円の経費削減を行いました。 

　集中改革プランでは、まず、これまでの市の財政状況を見つめ直して、今後、市の歳入歳出がどのように推移
するのか検討しています。その結果、景気の大幅な回復も期待できず、今後も市の歳入は減少することが避けら
れないことから、今までどおりの市役所の組織規模や行政サービスを維持した場合、平成１９年度以降は収支不足
が生じてしまうことが明らかになりました。 

�.財政の推計 

　行政改革大綱に基づく各種取り組みにより、税の徴収対策の強化や市長をはじめとする三役の給料・手当の減
額などを実施し、歳入確保と経費削減に努めてまいりました。 

�.これまでの取り組みによる財政効果 

【一般会計歳入歳出収支の推移（実績および見込み）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：億円） 

歳　　入 

歳　　出 

差引収支 

H１１ 

２９９ 

２８４ 

１５ 

H１２ 

２６６ 

２４９ 

１７ 

H１３ 

２６９ 

２５０ 

１９ 

H１４ 

２７５ 

２５５ 

２０ 

H１５ 

２５４ 

２３４ 

２０ 

H１６ 

２６９ 

２５５ 

１４ 

H１７ 

２４５ 

２３５ 

１０ 

H１８ 

２３３ 

２３１ 

２ 

H１９ 

２１９ 

２２４ 

▲５ 

H２０ 

２１５ 

２２１ 

▲６ 

H２１ 

２１２ 

２２３ 

▲１１ 

○歳入関係　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

税の徴収対策　 

使用料・手数料の見直し 

未利用財産の売払い 

その他歳入確保 

３２,,３４２ 

１８,９３７ 

１８９,８２５ 

９６０ 

歳入確保額計　２４２,０６４千円 

○歳出関係　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

人件費の削減 

民間委託の推進 

施設維持管理費の見直し 

事務事業の整理合理化 

その他経費節減 

内部管理経費の見直し 

補助金の見直し 

１,７４８,,８９４ 

９０,９６８ 

６９,０７９ 

１２２,６８２ 

３１,５９９ 

８０,７３３ 

２１８,９１５ 

歳出削減額計　２,,３６２,８７０千円 
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「集中改革プラン」を策定しました 「集中改革プラン」を策定しました 

　�の１～４に掲げた取り組みのほか、各種取り組みによる効果として、平成１６年度と平成２１年度の決算の
比較による具体的な歳入確保・歳出削減の目標を設定しました。 

�. 集中改革プラン最終年度（平成２１年度）における決算目標値 

取　り　組　み　内　容 

計画期間内に、予算編成との連動や外部評価の導入も含めた本格的な評価システムの構築を行いま
す。 

「会議の公開」や「市長への手紙」など、これまで進めてきた取り組みを確立するとともに、ホー
ムページを活用した市民意見募集手続制度など新たな制度も積極的に実施します。 

行政・市民・NPOなど多様な主体による公共サービスの提供なども視野に入れて、事務事業の総
点検を行ない、行政として実施すべき役割の重点化を図ります。 

１. 事務事業の再編・整理、廃止・統合 
取り組み項目 

事務事業の見直し 

行政評価システムの導入 

外部意見を取り入れる 
ための仕組み導入 

２. 民間委託等の推進 
取り組み項目 

指定管理者制度の導入 

事務の民間委託 

取　り　組　み　内　容 

平成１８年度から、公の施設２２カ所において、指定管理者制度を導入します。その他の施設につ
いても、効率的なサービス提供の観点から民間委託の可能性を検討します。 

委託実施済みの事務は､委託内容の見直しにより経費節減を進めるとともに、未実施のものについ
ては、コストの把握などにより委託の可否を検討します。 

３. 定員管理・給与の適正化 
取り組み項目 

定員管理の適正化 

給与の適正化 

取　り　組　み　内　容 

平成１７年４月１日の職員数（６１２人）から、平成２２年４月１日までに職員を３３人（５.４％）削
減します。 

国の給与構造改革に合わせた新たな給与制度の構築のほか、特殊勤務手当や行政委員などの報酬な
どについても、見直しを実施します。 

４. 第三セクターの見直し 
取り組み項目 

既存法人の見直し 

点検評価・情報公開 

取　り　組　み　内　容 

各法人が行っている業務内容について、市からの人的・財政的支援も含めた総合的な見直しを実施
します。 

事務事業や財務諸表の外部による点検評価を確立するとともに、その結果の情報公開を進めます。 

役職員・給与の見直し 業務内容の総合的な見直しを反映させた役職員数の見直しや給与体系の構築を行います。 

�. 集中改革プランにおける取り組み 
収支不足解消のための歳出構造の見直しを最大の目的として、以下のような取り組み項目を設定しています。 

　今後、平成２１年度までは、既に取り組みを進めている行政改革大綱や実施計画に加え、この集中改革プランの目標達成に向け、望ましい
市の運営体制はどのようなものか、あるいは市民の皆さんにとって本当に必要な行政サービスとは何かを改めて考えていく必要があります。 
　また、市役所を変えていくためには、市民の皆さんにも、この取り組みに関心をもっていただくことが重要です。ぜひ、ご意見・ご提言
をお寄せください。 
※集中改革プランは、市ホームページのほか、市役所１階の市政情報コーナー・南河原支所および公民館・図書館で閲覧できます。 
�問い合わせ　企画政策課改革推進担当（内線３１１） 

取り組み項目 

市税（収納率の向上） 
平成２１年度までに滞納繰越分を含む収納率１ポイント（約１億円）向上 
（H１６収納率 ９０.０％ ⇒ H２１収納率目標値 ９１.０％） 
※現年課税分の収納率は、平成１６年度９７.５%

施設使用料や事務手数料について、コストの見極めを行い、減免措置のあり方も含め、 
受益者負担の原則に基づく見直しを実施 

使用料・手数料 
（受益者負担の適正化） 

財産収入（未利用財産の売払い） 
不用道路敷や普通財産の公募入札による売り払いにより、平成２1年度までの５年間で、 
総額３億円以上を確保 

取　り　組　み　内　容 
〇歳入の確保 

取り組み項目 

人件費の削減 
平成２１年度までに３億円削減（H１６ 約５３億円 ⇒ H２１ 約５０億円） 
※職員数の削減、給与制度の見直しなど 

平成２１年度までに１億円削減（H１６ 約３８億円 ⇒ H２１ 約３７億円） 
※事務事業の整理合理化、民間委託の推進、施設管理の見直しなど 
 

物件費の削減 

扶助費の抑制 
５年間の増加推計額５.５億円を５億円までの増加に抑制（H１６ 約３２億円 ⇒ H２１ 約３７億円） 
※国や県の制度水準を上回る市単独のサービスについて検証による見直しなど 

補助費等の削減 
平成２１年度までに３億円削減（H１６ 約１６億円 ⇒ H２１ 約１３億円） 
※各種団体補助金の大幅な見直しなど 
 

繰出金の削減 
平成２１年度までに３億円削減（H１６ 約３１億円 ⇒ H２１ 約２８億円） 
※各特別会計における歳入確保および歳出削減 

取　り　組　み　内　容 
〇歳出の削減・抑制 
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「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
平
成
15
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
専
用
は
が
き
の
ほ
か
、
電

子
メ
ー
ル
、
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
の
受
け
付
け
件
数
は
、
合
計

で
３
１
７
件
で
し
た
。

ま
た
、
昭
和
54
年
度
か
ら
続
い
て
い
る
「
市

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
は
、
１
年
の
任
期
で
委
嘱

さ
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
、
モ
ニ

タ
ー
通
信
に
よ
り
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

こ
れ
ら
、「
市
長
へ
の
手
紙
」、「
市
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
に
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一

部
は
、
市
報
ぎ
ょ
う
だ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

自
治
会
長
、
各
種
団
体
の
代
表
を
は
じ
め
、

公
募
に
よ
る
市
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
の

が
「
市
民
と
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
集
会
」
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
寄
せ
ら
れ
た
、
ご
意
見
や
ご
質
問

に
お
答
え
す
る
ほ
か
、
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
直
接
お
話
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
５
月
15
日
、
22
日
、
29
日

の
３
日
間
、
市
内
６
会
場
で
開
催
。
延
べ
１
４

９
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

少
人
数
で
、
市
長
と
直
接
ひ
ざ
を
交
え
て
話

し
合
う
の
が
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
す
。
毎
回
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
自
由
に
発
言
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
中
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
長
と
気
軽
に
親
し
く
話

が
で
き
る
機
会
と
し
て
好
評
で
す
。

平
成
17
年
度
は
、
９
回
開
催
し
、
合
計
で
64

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市長とひざを交えて話し合うコーヒーブレークミーティング 市長とひざを交えて話し合うコーヒーブレークミーティング 

市
長
へ
の
手
紙
と

モ
ニ
タ
ー
通
信

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
を
実
現
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
行
田
市
。
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
、
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、

市
民
の
声
を
聞
く
た
め
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
広
聴
活
動
の
取
り
組
み
や
い
た
だ
い
た
声
を
ど
の
よ
う
に
市
政

に
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成１５年度 

平成１６年度 

平成１７年度 

３４０件 

４５９件 

３１７件 

年　度 件　数 

「市長への手紙」 
受け付け件数 

市
民
と
市
長
の

ま
ち
づ
く
り
集
会

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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○
平
成
14
年
に
、
古
代
蓮
の
里
に
ロ
ウ
バ
イ
を

植
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
本
数
が

少
な
く
寂
し
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民

の
参
加
を
募
っ
て
ロ
ウ
バ
イ
の
森
に
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。（
市
民
と
市
長
の
ま
ち

づ
く
り
集
会
か
ら
）

→

い
た
だ
い
た
ご
提
案
を
受
け
、
ロ
ウ
バ
イ
の

植
樹
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
昨

年
12
月
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
よ

っ
て
ロ
ウ
バ
イ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
古
代
蓮
の
里
を
四
季
折
々
の
花
が

楽
し
め
る
公
園
に
し
て
い
く
計
画
で
す
。

○
市
役
所
の
駐
車
場
は
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
狭
す
ぎ
ま
す
。
こ
の
狭
さ
で
は
、
他
の

車
に
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。（
市
長
へ
の
手
紙
か
ら
）

→

ご
指
摘
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
幅
約
２
・
２
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
自
動
車
が
大
型
化
傾
向
に

あ
る
現
在
で
は
、
若
干
狭
く
な
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
駐
車
場
の
白
線
を
引

き
な
お
し
、
余
裕
を
持
っ
て
駐
車
で
き
る
よ

う
に
改
め
ま
し
た
。

○
市
役
所
前
の
歩
道
橋
に
不
審
者
が
出
没
し
て

い
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
歩
道
橋
の
目

隠
し
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
面
か
ら
撤
去

が
難
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
供

の
安
全
を
考
え
る
と
、
歩
道
橋
に
人
が
い
る

の
が
分
か
る
よ
う
な
対
応
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。（
市
長
へ
の
手
紙
か
ら
）

→

市
で
は
、
こ
の
目
隠
し
を
設
置
し
た
目
的
で

あ
る
近
隣
住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
を
含
め
、
地
元
自
治
会
な
ど
の
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
隠
し
の
下
の
部
分

だ
け
を
撤
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
道
橋
上

の
歩
行
者
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
に
要
望
し
、
撤

去
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
私
の
家
は
造
り
酒
屋
を
し
て
い
て
、
酒
造
り

に
使
っ
て
い
る
井
戸
が
あ
る
の
で
、
こ
の
井

戸
を
災
害
時
の
生
活
用
水
と
し
て
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。（
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
か
ら
）

→

市
で
は
さ
っ
そ
く
「
災
害
時
に
お
け
る
井

戸
水
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
貴

重
な
生
活
用
水
と
し
て
、
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
で
は
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
取
り
組
み

を
は
じ
め
と
す
る
広
聴
活
動
で
伺
っ
た
ご
意

見
、
ご
提
言
に
つ
い
て
、
で
き
る
も
の
か
ら

積
極
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
、

開
か
れ
た
行
政
の
実
現
と
住
民
満
足
度
向
上

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課
（
内
線
３

１
８
）

市では、市民の皆さんと市長が気軽に親

しく話し合う「コーヒーブレークミーティ

ング」を行っています。

７月のテーマは「合併後、半年経って」

です。

市民の皆さんの声を市政に反映させるた

め、一人でも多くの方の申し込みをお待ち

しています。
日時 ７月１５日（土）午前９時３０分～

１１時　 場所 南河原支所会議室　 応募

資格 市内在住の方　 定員 ８人（申し

込み者多数の場合は選考） 申し込み方

法 ５月３１日（水）までに、はがきに住

所･氏名･年齢･職業･電話番号のほか、テー

マに関する意見など（アイデアや感じたこ

とでも可）を記入して　〒３６１－８６０１

行田市本丸２番５号　行田市役所広報広聴

課「コーヒーブレークミーティング」担当
まで　 問い合わせ 同課（内線３１８）

気軽にご参加ください

「コーヒーブレークミーティング」
第28回を開催

たた
せせせ
さ
せ
ささ
せ

映
さ

反
をを
どど
な
ど
な
ど
な

ごご
た
い
た
い
た
い
た
いいい
だ
た
い
た
い
た
い
た
いい
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
施
策

で
き
る
も
の
か
ら

積
極
的
に

古代蓮の里には市民から寄付されたロウバイが植樹されました 古代蓮の里には市民から寄付されたロウバイが植樹されました 
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エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染
症

に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
理
解
の
不
足
か

ら
、
こ
れ
ら
感
染
症
に
か
か
っ
た
患
者
お

よ
び
元
患
者
が
、
就
職
拒
否
や
職
場
解
雇
、

入
園
・
入
学
や
登
園
・
登
校
の
拒
否
、
医

療
現
場
に
お
け
る
診
察
拒
否
な
ど
を
受

け
、
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人

権
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
感
染
症
の
う
ち
、
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
は
、
平
成
４
年
３
月
に
改
正
さ
れ

た
「
エ
イ
ズ
問
題
総
合
対
策
大
綱
」
で
、

エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
、

検
査
・
医
療
体
制
の
充
実
、
相
談
・
指
導

体
制
の
充
実
お
よ
び
二
次
感
染
防
止
策
の

強
化
、
国
際
協
力
お
よ
び
研
究
の
推
進
が

重
点
対
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
重

点
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
人
権
の
保
護
に
十
分
な
配
慮
を

払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
は
、
患

者
お
よ
び
元
患
者
に
対
す
る
偏
見
と
差
別

と
い
う
不
幸
な
歴
史
が
長
い
間
続
き
、
今

日
に
お
い
て
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
に

対
す
る
宿
泊
拒
否
、
日
常
生
活
に
お
け
る

差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
問
題
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
偏
見
や

差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
深
め
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
お
よ
び
元
患
者
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線
２

２
１
）
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行田市では今年に入り火災が多発しています。４月１８日現在２５件発生し、前年同時期と比較すると１３

件増加しております。火災の半数以上は、ちょっとした不注意が原因で発生していますので、市民の皆さ

ん一人ひとりが、火災を発生させないように注意し、尊い生命や大切な財産を火災から守ってください。

外出時、おやすみ前には、もう一度火の元を確かめ、次の７つのポイントを習慣付けるとともに対策を

たてることで、火災を発生させない、万一発生したときには、小さな被害で食い止められるように心がけ

てください。

４つの対策
〇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する。
〇寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製
品を使用する。
〇火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器などを設置する。
〇お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

女性による世界初のエベレスト登頂から
３１年、現在も国内外の山々に登られるほ
か、山岳環境保護団体代表として奔走され
ている田部井淳子さんが考える男女のあり
方とは。多くのみなさんに聞いていただき
たいお話です。
日時 ７月１７日（月・海の日）午後１

時３０分開場　午後２時開演　 場所 教
育文化センター「みらい」文化ホール　
演題 「エプロンはずして夢の山」 講
師 田部井淳子さん　 入場料 ５００円
入場券販売　①企画政策課　６月１３日

（火）～７月１４（金） ②公民館・地域文
化センター・南河原支所　６月１３日（火）
～６月３０日（金）（公民館・地域文化セン
ターは月曜休館） その他 手話通訳・
ひととき保育（２歳以上の未就学児の保
育・無料）を行います。保育を希望される
方は７月５日（水）までに申し込みくださ
い。（当日申し込み不可） 申し込み・問
い合わせ 企画政策課男女共同参画担当
（内線３１２）

注 意！！ 火災が多発しています 火災が多発しています 

本
市
で
は
、
国
の
「
浮
き
城
の
ま
ち
人
づ
く
り

教
育
特
区
」
の
認
定
を
受
け
、
全
国
に
先
駆
け
平

成
16
年
度
か
ら
小
学
校
１
・
２
年
生
、
中
学
校
１

年
生
で
少
人
数
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
学
校
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
少
人
数

学
級
に
な
っ
て
学
習
環
境
が
大
変
に
良
く
な
っ
た

と
多
く
の
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
中
学
校
２
年
生
ま
で
、
今
年
度
か
ら

は
中
学
校
３
年
生
ま
で
少
人
数
学
級
を
拡
大
し
、

23
人
の
教
員
を
任
用
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
浮

き
城
の
ま
ち
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
�
５
５
６
│
８
３

１
６

中
学
校
全
学
年
で
少
人
数
学
級
を
実
施

男女共同参画フォーラム２００６

『住宅防火　いのちを守る　7つのポイント』
～３つの習慣・４つの対策～

問い合わせ 消防本部予防課�５５６－３００５

今年度の市費負担教員（浮き城先生）今年度の市費負担教員（浮き城先生） 今年度の市費負担教員（浮き城先生） 

３つの習慣
〇寝たばこは、絶対やめる。
〇ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する。
〇ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず
火を消す。



8

　平成１８年４月、障害者自立支援法が施行されました。この法律により、身体障害、知的障害、精神障害で別々だった

制度がひとつになり、障害のある人々が利用できるサービスが充実します。新たなサービスのしくみは次のとおりです。 

（2） 支給決定 
　　 ・ 支給決定にあたり、障害の程度などを調査します。 
　　 ・ 審査会において、障害福祉に関する有識者の方々の 
　　　  意見を伺い決定します。 
（3） 月額負担上限額 
　　 ・ サービス費用の原則１割の定率負担となります。た 
 　 だし、以下の軽減措置があります。 
 ①月額上限額 
 　所得等に応じた上限額があります。（表1） 
 ②個別減免 
 　自家用の資産以外の資産がなく、預金などが３５０万円以下の方などは、①の月額上限額がさらに減額されます。 
  （対象者）→市町村民税非課税世帯の２０歳以上の施設入所者、グループホーム利用者 
 ③社会福祉法人減免 
 　通所サービス、入所施設など（２０歳未満）、ホームヘルプについて社会福祉法人などが提供するサービスを利用する 
 　場合、施行後３年間は経過措置として、収入や資産が一定以下であれば、社会福祉法人の減免の対象になります。 
 　この場合、１つの事業所における上限額は、月額負担上限額の半額となります。 
 ④補足給付 
 　施設入所者への、食費・居住費などの軽減制度があります。 
  （対象者）→市町村民税非課税世帯の２０歳以上の施設入所者 
 　　　　　 →２０歳未満の施設入所者 
 ⑤通所施設などの食費負担の軽減措置 
 　市町村民税非課税世帯の方が通所施設などを利用した場合、食費の負担は食材料費のみの負担になります。 
  （対象者）→市町村民税非課税世帯の方　 
  （対象サービス）→通所施設、デイサービス、短期入所 
 �問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線２６５・２６６） 

障害福祉サービス 
（1） 新サービス体系 
　　 ・ 施設サービスは平成１８年１０月から平成２４年３月までに徐々に移行します。 

障害福祉サービス 障害福祉サービス 障害福祉サービス 

介
護
給
付 

訓
練
等
給
付 

自宅で、入浴、排せつ、食事の介護などを行います。 

重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排せつ、食事の介護、外出
時における移動支援などを総合的に行います。 

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、外出
支援を行います。 

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護など複数のサービスを包括的に行います。 

障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練などを行います。 

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食事の介
護などを行います。 

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護および日
常生活の世話を行います。 

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護などを行うとともに、創作的活
動または生産活動の機会を提供します。 

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護などを行います。 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食事の介護などを行います。 

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能または生活能力の向上の
ために必要な訓練を行います。 

一般企業などへの就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識および能力の向上のため
に必要な訓練を行います。 

一般企業などでの就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識および能力の向上のた
めに必要な訓練を行います。 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

居宅介護（ホームヘルプ） 

重度訪問介護 

行動援護 

重度障害者等包括支援 

児童デイサービス 

短期入所（ショートステイ） 

療養介護 

生活介護 

施設入所支援 

共同生活介護（ケアホーム） 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

就労移行支援 

就労継続支援（雇用型・非雇用型） 

共同生活援助（グループホーム） 

いっそう充実 
されます 

市民税課税世帯の方 

市民税非課税世帯で、 
年収が８０万円以下の方 

生活保護世帯の方 

市民税非課税世帯で、 
下記Ⅲ・Ⅳに該当しない方 

Ⅰ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅱ 

３７,２００円 

２４,６００円 

１５,０００円 

０円 

表1
区分 世帯の収入状況 月額上限負担額 
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障害福祉サービス 障害福祉サービス 

　
４
月
７
日
、行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
田
喜

大
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、横
田
市
長
に
寄
付
金

３０
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
寄
付
金
は
、本
市
の
「
『
古
代
蓮
の
里
ぎ
ょ

う
だ
』の
び
の
び
英
語
教
育
特
区
」
に
よ
る
小
学
校

の
英
語
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
同
ク
ラ
ブ
が
、チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
募
っ
た
も
の
で
す
。
市
で

は
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
、小
学
校
の
英
語
活
動
に

役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
な
ど
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
権
擁

護
委
員
の
永
平
宏
道
氏
（
城
西)

が
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３

年
で
、４
月
１
日
付
け
で
、法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。 

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課 

(

内
線
２
２
１)

　
行
政
相
談
委
員
は
、日
ご
ろ
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、行
政
相
談
を
毎
月
第
１
・
第
３
月

曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分
ま
で
、

市
役
所
１
０
１
会
議
室
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、自
宅
で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
自
宅
相
談
の

場
合
は
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
） 

【
行
政
相
談
委
員
】 

　
大
沼
　
榮
蔵 

氏  

谷
郷
１
―
１３
―
２７  

�
５
５
４
―
２
６
５
５ 

　
長
谷
部
美
代
子 

氏  

下
須
戸
１５  

�
５
５
９
―
３
１
５
１ 

　
松
本
　
春
美 

氏  

南
河
原
３
９
５
―
２ 

�
５
５
７
―
１
３
０
６ 

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
課
市
民
生
活
係（
内
線

２
５
２
） 

人
事
異
動 

人
事
異
動 

永平 宏道 氏 
（城西） 

小
学
校
の
英
語
活
動
の
た
め
に 

　
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
付 

小
学
校
の
英
語
活
動
の
た
め
に 

　
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
付 

横田市長に寄付を手渡す中田会長（右） 

特
別
職
、課
長
級
以
上
職
員 

●
異
動
　
平
成
１８
年
４
月
１
日
付 

【
特
別
職
】▼
助
役 

清
水
英
孝（
埼
玉
県
よ
り
派

遣
） 

【
部
長
・
参
事
】▼
市
民
生
活
部
長 

吉
岡
敏
明（
消

防
長
） 

▼
健
康
福
祉
部
長 

保
住
要（
環
境
経
済

部
長
兼(

財)

行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会

事
務
局
長
） 

▼
消
防
長
　
工
藤
正
司（
市
民
生
活

部
長
） 

▼
建
設
部
長 

新
井
正
男（
建
設
部
次
長

兼
道
路
治
水
課
長
） 

▼
環
境
経
済
部
長
兼(

財)

行

田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局
長 

橋
本

桂
一（
彩
北
広
域
清
掃
組
合
事
務
局
長
） 

▼
都
市

整
備
部
長 

向
田
稔（
埼
玉
県
よ
り
派
遣
） 

【
次
長
】▼
環
境
経
済
部
次
長
兼
農
政
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長 

大
山
隆（
健
康
福
祉
部
次

長
兼
高
齢
者
福
祉
課
長
） 

▼
総
務
部
次
長
兼
契

約
検
査
課
長 

横
田
武
司（
市
民
生
活
部
次
長
兼

市
民
課
長
） 

▼
市
民
生
活
部
次
長
兼
防
災
安
全

課
長
　
加
島
慎
悟（
市
民
生
活
部
防
災
安
全
課
長
） 

▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
高
齢
者
福
祉
課
長 

高
橋

秀
雄（
副
収
入
役
兼
会
計
課
長
） 

▼
都
市
整
備
部

次
長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

田
口
隆
一（
総
合

政
策
部
企
画
政
策
課
長
） 

▼
建
設
部
次
長
兼
道

路
治
水
課
長 

竹
井
直
次（
都
市
整
備
部
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
長
）　 

【
課
長
・
副
参
事
】▼
建
設
部
用
地
課
長
兼
土
地
開

発
公
社
事
務
局
長 

小
河
原
達
矢（
環
境
経
済
部

農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
） 

▼
都
市

整
備
部
水
道
業
務
課
長 

金
子
彰（
健
康
福
祉
部

老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
園
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱
） 

▼
彩
北
広
域
清
掃
組
合
事
務
局
長 

黒
田
和
男（
建

設
部
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
） 

▼
建
設
部
建
築
課
長 

橋
本
好
司（
都
市
整
備
部

開
発
指
導
課
長
）▼
都
市
整
備
部
開
発
指
導
課
長 

内
田
勉（
建
設
部
建
築
課
長
） 

▼(

福)

行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
兼
会
館
福
祉
係
長
事

務
取
扱 

新
井
祥
夫（
総
務
部
契
約
検
査
課
長
） 

▼
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
長 

棚
澤
惠（
健
康

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
） 

▼
健
康
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
長 

田
沼
紀
子（
健
康
福
祉
部
保
険

年
金
課
長
） 

▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長 

宮

　
薫（(

教)

学
校
教
育
部
副
参
事
兼
学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

▼
市
民
生
活
部
市
民

課
長
　
小
林
茂（
総
務
部
税
務
課
長
補
佐
） 

▼(

財)

行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団

本
部
企
画
・
管
理
担
当
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
古

代
蓮
の
里
事
業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

小
川
栄
一

（
会
計
課
長
補
佐
兼
審
査
係
長
） 

▼(

教)

学
校
教

育
部
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
　
萩
原
康
弘（
総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼

資
産
税
係
長
） 

▼(

社)

行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
兼
業
務
係
長
事
務
取
扱 

藤
間

英
夫（
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
主
幹
） 

▼
健
康

福
祉
部
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
園
長
兼
事
務
長
事

務
取
扱 

小
河
原
勝
美（
総
合
政
策
部
財
政
課
主

幹
） 

▼
副
収
入
役
兼
会
計
課
長
　
風
間
祥
一（
総

合
政
策
部
企
画
政
策
課
主
幹
） 

※（
　
）内
は
前
職 

●
退
職
　
平
成
１８
年
３
月
３１
日
付 

▼
助
役
兼
都
市
整
備
部
長
事
務
取
扱
兼
建
設
部

長
事
務
取
扱 

金
子
眞
久 

▼
健
康
福
祉
部
長
　
大

塚
広
章 

▼
都
市
整
備
部
水
道
業
務
課
長
　
小
林

和
也 

▼(

福)

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
会
館
福
祉
係
長
事
務
取
扱 

渡
辺

昭
夫
　 

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
事
課（
内
線
２
０
８
） 

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱 

ご利用ください行政相談 

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱 

ご利用ください行政相談 
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母子家庭の親子、肢体不自由児養育家庭の親子、知的

障害児養育家庭の親子を、保養施設に招待し、静養を兼

ねた生活研修を通して児童福祉の向上を図るもので下記

のとおり参加者を募集します。

日程 ①知的障害児養育家庭の親子　７月２１日（金）

～２２日（土）②肢体不自由児養育家庭の親子 ７月２３

日（日）～２４日（月）③母子家庭の親子　７月２８日

（金）～２９日（土） 宿泊場所 埼玉県奥武蔵あじさい

館（飯能市） 募集人員 各回３０人（１５組）※希望

者多数の場合は初参加者を優先　 応募方法・はがき

参加希望日、参加者の氏名、住所、電話番号を記入し、

〒３６１―８６０１行田市本丸２―５行田市役所子育て支

援課あて郵送してください。・直接　子育て支援課⑥番

窓口で受け付け。 締め切り ６月１５日（木）必着

問い合わせ 子育て支援課（内線２６３）

国民健康保険は、被保険者の皆さんが病気やけがのときに安心して治療を受けることができる大切な制度で、被保

険者の皆さんが納める国民健康保険税により運営されています。

南河原地区の皆さんは、４月１日から行田市の税率等が適用されます。被保険者の皆さんのご理解とご協力をお願

いいたします。

なお、７月に納税通知書を送付いたしますので、納期内の納税について併せてご協力をお願いいたします。

【 税 率 等 】 （ ）内数字は、旧南河原村

わかって納めよう！

【 納　期　】

７月～３月の年９回

（旧南河原村では、６月～１月

の年８回でした）

※介護分については、４０歳～

６４歳の方のみに課税されます。

○いつから納めるの？

A．国保加入の資格を得た月の分から納めます。保険

税は届け出をしたときからでなく、国保加入の資

格を得た月、例えば職場の健康保険を抜けたり、

ほかの市区町村から転入してきた月の分から納め

ます。国保加入の届け出が遅れると、資格を得た

月までさかのぼって納めます。

○どのように納めるの？

A．世帯主あてに納税通知書をお送りしますので、行

田市指定の金融機関へ納めてください。忙しくて

納期限を忘れがちな人には便利な口座振替をおす

すめします。

口座振替申し込み方法・・・納税通知書・預金通

帳・印鑑(通帳届け出印)を持って、行田市指定の

金融機関、または市役所税務課収納係（１２番窓

口）で手続きをしてください。

○なぜ納めなくてはいけないの？

A．自分のためでもあり、みんなのためでもあります。

保険税は、国保加入者の皆さんの医療費にあてら

れる貴重な財源です。この財源が不足すると、国

保から十分な給付が受けられなくなり、医療費の

負担も大きくなってしまいます。一人でも保険税

を納めないでいると、きちんと納めている人の負

担が大きくなります。自分のため、みんなのため、

保険税は必ず納めなくてはいけないのです。

問い合わせ 保険年金課（内線２７１・２７２・２７３）、

税務課（内線２３２）

お子さんが病気のときでも仕事が休めない。急な

用事、冠婚葬祭などで病気の子供を預けなければな

らない。そんなとき安心してお子さんを預けられる

施設です。保育士と看護師が責任をもってお預かり

します。

実施施設 病児保育所「げんきキッズ」行田市小

見１４０１―１（南川げんきクリニック隣）�０９０

―８１１１―８７５１（月～金曜日／午前８時～午後

６時）�５４８―９９０５（上記時間外） 対象 乳

幼児から小学３年生まで　 保育時間 午前８時～

午後６時（月～金曜日） 費用負

担 １日２,０００円（生活保護・

市町村民税非課税世帯は０円）

問い合わせ 施設または子育て支

援課（内線２６３）

保 養 招 待 事 業

南河原地区の皆さんへ　国民健康保険税のお知らせ

課税限度額

平等割（年額）

均等割（年額）

資産割

所得割

区　　分　

５３万円 （ 同 額 ）

１８,０００円（１５,０００円）

１７,０００円（１２,０００円）

３５.０％（ 同 率 ）

８.３％（ ８.０％）

医療分の税率・額

８万円　（ 同 額 ）

─

７,０００円（１０,５００円）

─

１.１％　 （１.２％）

介護分の税率・額
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受付期間 ①５月１７日（水）～１９日（金）②５月２２

日（月）～平成１９年１月３１日（水） 受付時間 ①②

とも午前９時３０分～１１時３０分、午後１時～２時３０

分　 受付会場 ①県庁内職員会館３０１会議室　②埼

玉県青空再生課（土・日・祝日は除く）※ただし予算額に

達し次第終了　 対象 （１）４月１日現在の県内登録

車 （２）車両総重量が３.５ｔ超のディーゼル車（貨

物・乗合・特種自動車）（３）長期規制適合車（型式がＫ

Ｋ―、ＫＬ―など）（４）初度登録が平成１１年４月～平

成１６年３月で、申請時点で条例適合である車　 補助

金額 粒子状物質減少装置装着費用の４分の１以内（上

限額：車両１台あたり１０万円、１申請者あたり２００

万円） 問い合わせ 埼玉県青空再生課 �０４８―８３

０―３０６３

ディーゼル車への
粒子状物質減少装置装着に対する

補助を行います
さきたま古墳群の歴史的、文化的な資産価値を認め、ユネスコ

世界遺産に登録する活動と研究などを推進することを目的に「行

田市世界遺産登録推進会議」が活動を始めています。そして、こ

のたび行田商工会議所、自治会連合会など多くの団体が協力して

この活動を支援するために「世界遺産サポーターの会」が発足し

ました。この運動に賛同してくださるサポーターを募集します。

皆さんのご参加をお願いします。

募集開始日時 ５月４日（木）午前１０時～

場所 さきたま火祭り会場をはじめとして市内自治会、各団体

が募集いたします。

登録料 ①グループサポーター（団体および企業）１０,０００円　②

サポーター（個人）１,０００円（キャラクターステッカーを差し上げま

す）※登録料は一回のみの支払いです。（年会費不要）

【キャラクター誕生】

この運動を象徴するキャラクターが

誕生しました。この２人のキャラクタ

ーを見かけたら、ぜひ応援してくださ

い。（サポーターを対象にこのキャラク

ターの名前を募集します）

問い合わせ 『世界遺産サポーター

の会』事務局（行田商工会議所内）

�５５６－４１１１

めざせ世界遺産!
あなたもサポーターになりませんか

６月１日から１０日は、「電波利用保護旬間」です。電

波はルールを守り、正しく使いましょう。

問い合わせ 総務省関東総合通信局　

・不法無線局による混信・妨害�０３―５５６２―７５５５
・テレビ・ラジオの受信障害 �０３―５２２０―５６９０
・地上デジタル放送の相談 �０３―５２２０―５６９３

守ろう！電波のルール

①観光案内所（ＪＲ行田駅前）業務

期間 ６月１９日（月）～８月６日（日） 時間　午前

７時～９時　 業務内容 観光案内および電話対応など

時給 ７５０円　 募集人数 １人

②古代蓮の里観光案内業務

期間 ６月１９日（月）～８月６日（日） 時間 午前

８時～午後１時　 業務内容 観光案内およびパンフレ

ットの配布など　 時給 ７５０円　 募集人数 １人　

申し込み ①②とも市販の履歴書（写真貼付）に必要

事項を記入の上、５月１５日（月）までに商工観光課へ。

申し込み多数の場合は選考とさせていただきます。 問

い合わせ 商工観光課（内線３８２）

臨時職員募集

�

社団法人行田市シルバー人材センター常勤役員

募集人員 １人　 対象者 ○満６５歳未満（７月２日現在）

で市内在住の方　○民間企業などで管理職経験があり、シルバー

人材センター事業の推進に意欲のある方　 月額報酬 （予定）

２０万円～２５万円（経験・年齢などにより決定） 勤務条件

○７月３日（月）から勤務（予定）○勤務時間は午前８時３０分

～午後５時１５分　○任期は２年　○出張する場合の旅費は規定

に基づき支給。それ以外の費用は支給しない。○特別の用務がな

い限り、土・日曜日、祝日、年末・年始の指定した日は勤務を要

しない。○その他の事項については、（社）行田市シルバー人材

センターの諸規定による。 応募方法 ○履歴書・健康診断書

○小論文（応募の動機、または事業の推進についてのビジョンな

どを書いたもの。原稿用紙３枚程度） 応募期間 ○５月１５日

（月）～２５日（木）午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を除

く） 選考方法 書類審査の上、面接試験を６月中旬に実施する

予定　 申し込み・問い合わせ 人事課（内線２０７）

市の外郭団体の常勤役員を募集します

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利

用
と
ご
み
の
少
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具

や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使

え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不

用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で

す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ア
ル
ミ
製
ひ
な
段
　
▽
業

務
用
フ
ラ
イ
ヤ
ー

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
▽
大

人
用
自
転
車
　
▽
テ
レ
ビ

（
20
イ
ン
チ
〜
24
イ
ン
チ
）

▽
自
転
車
用
取
り
付
け
い
す

▽
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
簡
易

型
）
▽
全
自
動
洗
濯
機
　
▽

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
　
▽
テ
レ

ビ
台
　
▽
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

▽
食
器
棚
　
▽
子
供
用
二
段

ベ
ッ
ド
　
▽
応
接
セ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

�
５
５
６
―
９
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
３
―
０
７

９
２ 不

用
品
情
報



・予約制になりました。
・６５歳以上の方は受けられません。６５歳以上の方は個別健診（医
療機関実施）になります。

日程・会場

受付時間 午後１時３０分～２時３０分（1時から整理番
号札を配布）

対 象 者 １５歳以上６４歳以下（平成１８年４月1日現在）
持 ち 物 受診券（はがき）、健康手帳、健康保険証
健診内容 身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査

４０歳以上は理学的検査（心電図検査、眼底検
査は医師の指示により実施）

費　　用 ５００円（行田市国民健康保険証を提示された方は無料）

※がん検診（肺がん・大腸がん・前立腺がん）も同時に受けられます
対象者・費用 肺がん・大腸がん検診……４０歳以上　無料

前立腺がん検診……５０歳以上の男性　５００円
・受診券（はがき）は４月中に対象者に送付しておりますが、お持ちでな
い方はご連絡下さい。
・原則、受診券（はがき）の再発行はできませんので紛失にはご注意下さい。
・詳細・不明な点などは保健センターにお問い合わせください。
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療

・対象の方には個人通知します。

・対象者以外（平成１８年１月３１日以前に生まれて生後６月に達するま

での間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けて下さい。

・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し

た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患

を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す

るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。

・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。

・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。

・体温は接種会場で測定してください。

・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか

りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳

５月２３日（火） 平成１８年２月１日～１５日生まれ

６月 ５日（月） 平成１８年２月１６日～２８日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ５月１８日（木）・３０日（火）・６月１日（木）
場　　所 保健センター

基本健康診査受診券訂正のお願い
過日送付いたしました基本健康診査受診券のうち、４０

歳以上６４歳以下の方の一部の受診券裏面中、【実施医療
機関】欄に『根本医院』の記載が漏れていました。お詫び
するとともに訂正をお願いいたします。

期　　　日 医療機関名 期　　　日 医療機関名

５月２１日（日） 行田中央総合病院 ６月 ４日（日） 行田中央総合病院

２８日（日） 壮幸会行田総合病院　 １１日（日） 壮幸会行田総合病院　

集団基本健康診査

日　　程 会　　場 日　　程 会　　場

５月１５日（月） 保健センター ６月 ８日（木） 保健センター

２２日（月） 南 河 原 支 所

３０日（火） 総合福祉会館やすらぎの里

１３日（火） 太 田 公 民 館

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

６月 ２日（金） 

６月２０日 (火） 
平成１８年１月１５日～２月１４日 
生まれの子 

６月 ９日 (金） 平成１６年１２月生まれの子 

６月２２日 (木） 平成１５年１１月生まれの子 

６月１６日 (金） 平成１４年１２月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ６月２８日（水） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
７月１１日（火） 

７月２５日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ６月１２日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

６月２６日 (月） 

６月３０日 (金） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年１月１５日～２月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１７年１２月１５日～平成１８年２ 
月１４日生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ６月２１日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  



扶養親族等の数 サラリーマン（厚生年金加入者）自営業者等（国民年金加入者・年金未加入者）

■2006.5.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111
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○手続きについて
・児童手当は申請しないと支給されません。
・手続きは子育て支援課（６番窓口）でお願いします。
申請が必要な方には、５月中に子育て支援課から申請
書を郵送でお送りします。
・今回の法改正に伴い新たに該当となったお子さんの手
当については、経過措置により９月３０日までに受け
付けたものに限って、４月分から該当になります。（小
学校３年生までのお子さんの手当は、申請月の翌月か
らの支給となります。）
※小学校４年生から小学校６年生のお子さんであって
も、所得要件等により４月分からの支給ができない場
合もあります。
※９月３０日（土）も午前８時３０分から午後５時まで、
市役所本庁玄関ロビーにて児童手当の申請を受け付

けます。
・公務員の方は勤務先に申請してください。
○郵便申請について
児童手当の申請は、郵送でも受け付けることができま

す。ただし、申請日は市役所に郵便が届いた日となりま
すので、締め切りの一週間前にはポストに投函してくだ
さい。それ以後の提出の場合は窓口で申請してください。
○ ４月以降に行田市へ転入された方へ
４月以降に行田市へ転入された方で、小学校３年生～

小学校６年生のお子さんを養育されている方は、４月か
ら前市区町村を転出された月までの分の児童手当を、前
市区町村に請求する必要があります。手続きについては、
前市区町村にお問い合わせください。

問い合わせ 子育て支援課（内線２６２）

今まで所得制限により児童手当を受けられなかった方へ
今回の法改正で、所得制限が緩和されました。今まで該当にならなかった場合でも所得の状況により該当になる場

合がありますので、申請をしてください。
平成１８年４・５月分の手当については前々年の所得、平成１８年６月分～平成１９年５月分の手当については前年

の所得で審査をします。

４月１日より、児童手当制度が拡充されました。支給対象年齢が、現在の小学校第３学年修了前まで（９

歳に達した最初の年度末まで）から、小学校修了まで（１２歳に達した最初の年度末まで）になりました。

新たに児童手当を受けようとする方は、認定請求書等の書類提出が必要になります。また、現在児童手当

を受給されている方も、手続きが必要になる場合があります。

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者

または老人扶養親族がある者についての

限度額（所得額ベース）は上記の額に当

該老人控除対象配偶者または老人扶養親

族１人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度

額（所得額ベース）は、１人につき３８

万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者

または老人扶養親族であるときは４４万

円）を加算した額。５人 ６５０ ７２２

４人 ６１２ ６８４

３人 ５７４ ６４６

２人 ５３６ ６０８

１人 ４９８ ５７０

０人 ４６０ ５３２

（単位：万円）
平成１８年度児童手当所得制限限度額

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 
認定請求書等の書類提出をお願 
いします（所得制限等により、 
非該当になる場合もあります） 

児童手当支給者には 
該当しません 額改定の手続きが必要です 法改正に伴う手続きは不要です 

現在０歳～平成８年４月２日生まれまでのお子さんを育てていますか？ 

現在児童手当を受けていますか？ 平成6年4月2日生まれまでのお子さんはいますか？ 

平成6年4月2日生まれまでのお子さんはいますか？ 
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相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

５月２３日（火） 

５月１５日（月）　 

６月２日（金）・９日（金）　　 

５月１５日（月）・１８日（木）・２２日（月）・２５日（木）・２９日（月）　 
６月１日（木）・５日（月）・１２日（月）・１５日（木） 

５月１６日（火）・１９日（金）・２３日（火）・２６日（金）・３０日（火）   
６月２日（金）・６日（火）・９日（金）・１３日（火）　　　　 

６月１日（木）　　 

５月１６日（火）　　　　　　 

６月４日（日）　　　　 

５月２５日（木）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午前１０時～午後３時　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（５月１５日～６月１５日） 

【
相
談
事
例
】

【
事
例
１
】（
20
歳
の
女
性
）

駅
前
で
「
肌
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
る
」
と
女

性
の
販
売
員
に
声
を
か
け
ら
れ
、
飲
食
店
に
行
き
、
美
容
器

具
と
化
粧
品
一
式
約
75
万
円
を
契
約
し
た
。
し
か
し
、
契
約

書
に
サ
イ
ン
を
し
た
も
の
の
、
支
払
い
が
不
安
な
の
で
、
そ

の
日
の
う
ち
に
「
や
っ
ぱ
り
解
約
し
た
い
」
と
メ
ー
ル
で
相

談
し
た
ら
「
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
本
当

に
解
約
で
き
な
い
の
か
？

【
事
例
２
】（
21
歳
の
女
性
）

半
年
前
、
繁
華
街
の
路
上
で
、
美
容
室
の
従
業
員
を
名
乗

る
女
性
に
「
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
や
ら
な
い
か
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
。
近
く
の
店
舗
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
、
美
容

室
で
は
な
く
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。
長
時
間
、

美
顔
器
を
勧
め
ら
れ
、
約
42
万
円
の
美
顔
器
を
契
約
し
た
。

よ
く
考
え
た
ら
高
額
な
の
で
、
解
約
し
た
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

路
上
や
街
頭
で
呼
び
止
め
て
、
営
業
所
な
ど
に
連
れ
て
行

っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
る
こ
と
を
キ
ャ

ッ
チ
セ
ー
ル
ス
と
言
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
「
特

定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
特
商
法
）」
で
訪
問
販
売
に
あ
た

る
と
さ
れ
、
特
商
法
で
指
定
さ
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
契
約
し
た
場
合
、
特
商
法
で
定
め
る
契
約
書
を
受
け
取
っ

た
日
を
含
め
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
契
約
解
除
の
書
面
を
、
事
業
者

に
送
る
こ
と
で
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
使
っ
て
し
ま
っ
た
化
粧
品
な
ど
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外
で
す
。

事
例
１
は
、
契
約
し
て
６
日
目
の
相
談
で
あ
っ
た
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
内
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
書
を

契
約
者
名
で
事
業
者
に
送
り
、
契
約
は
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
業
者
が
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
な
ど
ウ

ソ
の
説
明
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る

期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
業
者
が
消
費
者
に
対
し
、
改
め
て

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
」
旨
の
書
か
れ
た
書
面
を
渡
し

た
日
を
含
め
て
８
日
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
な
ら
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
例
２
は
、「
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
や
ら
な
い
か
」
と
誘
い
な

が
ら
、
美
顔
器
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
販

売
の
目
的
を
隠
し
勧
誘
し
て
い
る
点
や
長
時
間
に
わ
た
る
勧

誘
な
ど
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
事

業
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
解
約
の
通
知
書
を
送
り
、
消
費

生
活
相
談
窓
口
が
、
事
業
者
と
消
費
者
の
間
に
入
り
問
題
点

を
指
摘
し
、
解
約
の
た
め
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
購
入
価
格
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
解
約
料
、
使
用
済
み
の

商
品
代
金
の
支
払
い
で
合
意
解
約
で
き
ま
し
た
。

街
角
で
、
悪
質
な
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
の
被
害
に
あ
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
県
や
市
町
村
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
め
の
相
談
が
、

よ
り
よ
い
解
決
の
た
め
に
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線

２
５
２
）

街
角
で
の
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
の
？

くらしの 番情報
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一
般
書

・
ナ
ス
カ
地
上
絵
の
謎
（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｆ
・
ア
ヴ

ェ
ニ
）

・
天
職
の
見
つ
け
方
（
浜
口
直
太
）

・
も
う
一
度
働
く
！
（
小
島
貴
子
）

・
こ
れ
こ
そ
欲
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
！
（
浅
川
澄
一
）

・
老
人
ホ
ー
ム
進
化
論
（
日
比
野
正
己
）

・
紛
争
と
難
民
緒
方
貞
子
の
回
想
（
緒
方
貞
子
）

・
ヤ
ン
キ
ー
先
生
の
子
供
が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち

（
義
家
弘
介
）

・
家
族
の
お
か
ず
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
ア
レ
ン
ジ
高
齢

食
（
中
野
佐
和
子
）

・
建
築
の
し
く
み
（
齊
藤
祐
子
）

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
（
野
口
聡
一
）

・
星
に
願
い
を
（
庄
野
潤
三
）

児
童
書
　

・
し
ん
か
い
ぎ
ょ
っ
！
（
な
か
の
ひ
ろ
み
）

・
お
し
ば
い
に
い
こ
う
！
（
ヌ
リ
ア
・
ロ
カ
）

・
勇
太
と
死
神
（
立
石
彰
）

・
「
ナ
ル
ニ
ア
国
」
へ
の
扉
（
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
）

・
ア
イ
ア
ン
マ
ン
　
（
ク
リ
ス
・
ク
ラ
ッ
チ
ャ
ー
）

・
モ
ー
イ
イ
ヨ
（
五
味
太
郎
）

・
バ
ラ
咲
く
じ
ゅ
う
た
ん
の
あ
る
と
こ
ろ
（
ロ
ナ
ル

ド
・
ハ
イ
ム
ラ
ー
）

▼
日
時

５
月
27
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

６
月
３
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

５
月
20
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
・
ち
び
犬
チ
ン
ク

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
何
か
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
察
知
し
、
そ
れ
に
答
え

て
あ
げ
る
大
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
で
す
。
図
書
館

で
は
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
心
を
育
む
た

め
の
一
つ
の
道
具
と
し
て
絵
本
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

５
月
24
日
（水）
、
６
月
２
日
（金）
午
後
１
時

30
分
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

図
書
館
で
は
、
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

保
存
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
雑
誌
を
希
望
者
に
無
償
配

布
い
た
し
ま
す
。
当
日
の
状
況
に
よ
り
予
定
時
刻
よ

り
も
早
く
終
了
す
る
場
合
や
冊
数
制
限
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
日
時

５
月
21
日
（日）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
配
布
場
所

図
書
館

５
月
15
日
（月）
・
22
日
（月）
・
29
日
（月）
・
31
日
（水）
、
６

月
５
日
（月）
・
12
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間

内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

坂
口
有
里
さ
ん
（
南
河
原
）

「
天
国
の
待
合
室
」
と
呼
ば
れ
る
バ
ル
ジ
の
里

を
舞
台
に
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
男
女
が
た
ど
る
数

奇
な
運
命
を
描
い
た
ミ
ス
テ
リ
ー
漂
う
大
人
の
た

め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
先
の
読
め
な
い
展
開
に
グ

イ
グ
イ
引
き
込
ま
れ
、
一
気
に
読
ん
で
し
ま
う
面

白
さ
で
す
。
そ
し
て
何
か
余
韻
を
残
す
結
末
は
、

物
語
の
終
わ
り
と
同
時
に
新
た
な
物
語
の
始
ま
り

を
も
予
感
さ
せ
ま
す
。
言
葉
で
絵
を
描
い
た
よ
う

な
濃
密
な
風
景
描
写
に
、
読
む
者
の
想
像
と
空
想

力
は
刺
激
さ
れ
、
思
わ
ず
画
用
紙
を
取
り
出
し
バ

ル
ジ
全
体
の
地
図
を
描
き
た
い
と
思
う
ほ
ど
で

す
。
白
の
町
並
み
や
光
、
輝
き
の
海
や
空
、
そ
し

て
金
の
星
や
空
気
の
質
感
さ
え
も
伝
わ
り
、
興
味

の
糸
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
読
み
き
っ
て
し
ま
う

の
が
惜
し
い
と
何
度
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

久
し
ぶ
り
に
心
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
な
が
ら
読
め

た
こ
の
本
に
充
実
感
さ
え
覚
え
ま
す
。
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
感
動
を
多
く
の

方
々
に
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
お

す
す
め
の
一
冊
で
す
。

「
バ
ル
ジ
の
里
」

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

子
ど
も
映
画
会

沢
頭
　
孝
弘
　
著

6
月
2
日
（金）
 

太
田
西
小 

6
月
7
日
（水）
 

星
宮
小 

6
月
8
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

6
月
9
日
（金）
 

太
田
東
小 

5
月
30
日
（火）
 

北
小 

5
月
26
日
（金）
 

埼
玉
小 

5
月
24
日
（水）
 

須
加
小 

5
月
19
日
（金）
 

南
河
原
小 

6
月
1
日
（木）
 

5
月
18
日
（木）
 

泉
小 

5
月
17
日
（水）
 

荒
木
小 

5
月
16
日
（火）
 

北
河
原
小 

※変更する場合があります
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市
民
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
市
内
循

環
バ
ス
。
４
月
１
日
、
市
民
プ
ー
ル
前
の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
河
原
村
と
の
合
併
を
受
け
見
直
し
を
行

い
、
こ
の
日
か
ら
西
コ
ー
ス
・
東
コ
ー
ス
・
北

西
コ
ー
ス
・
北
東
コ
ー
ス
の
４
路
線
と
な
り
、

各
コ
ー
ス
と
も
右
回
り
、
左
回
り
各
５
便
、
計

10
便
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
出
発
式
で
は

横
田
市
長
、
田
口
市
議
会
議
長
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
い
、
循
環
バ
ス
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
祝
い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

４
月
６
日
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
前
で
行
田

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
や
行
田
地
区
安
全
協

会
な
ど
関
係
10
団
体
が
参
加
し
、
春
の
交
通
安

全
運
動
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
発
式

後
に
は
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
や
市
広
報
車
な
ど

が
市
内
各
方
面
に
分
か
れ
、
交
通
安
全
の
広
報

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
行
田
市
駅
入
口
交
差
点
で
、
行
田

市
交
通
安
全
母
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
信
号
待
ち

の
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
チ
ラ
シ
、
シ
ュ
ー
ズ
ク
リ

ー
ナ
ー
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
安
全

運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

４
月
３
日
、
行
田
市
、
行
田
警
察
署
、
埼
玉

県
電
気
工
事
工
業
組
合
と
東
京
電
力
株
式
会
社

熊
谷
支
社
の
４
者
が
「
行
田
市
防
犯
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
協
定
書
」
の
締
結
式
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
協
定
は
、
埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

と
東
京
電
力
株
式
会
社
熊
谷
支
社
か
ら
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
防
犯

に
関
す
る
啓
発
活
動
や
市
内
を
巡
回
し
て
い
る

業
務
中
に
犯
罪
や
不
審
者
を
認
め
た
と
き
は
警

察
へ
通
報
す
る
な
ど
が
推
進
事
項
と
な
っ
て
お

り
、
４
者
が
連
携
し
て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
て

交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
て

４
月
８
日
、
水
城
公
園
市
民
広
場
を
会
場
に

桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
開
始
ま
も
な
く
雨
が
降
り
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
、
和
服
姿
の

行
田
市
茶
道
連
盟
の
方
た
ち
が
野
だ
て
を
行

い
、
詰
め
掛
け
た
来
場
者
へ
お
茶
や
和
菓
子
を

振
る
舞
い
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
な
げ
や
風
船
つ

り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
催
さ
れ
、
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
、
春

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

４
路
線
化
を
祝
っ
て

循
環
バ
ス
出
発
式

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
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自
ら
の
手
で
炭
づ
く
り

４
月
６
日
、
谷
郷
在
住
の
江
森
光
三
さ
ん
が
、

絵
画
の
寄
贈
の
た
め
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。昨

年
の
夏
に
古
代
蓮
の
絵
画
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
に
続
き
、
こ
の
日
寄
贈
し
て
く
だ

さ
っ
た
絵
画
は
、
長
瀞
の
清
雲
寺
に
あ
る
し
だ

れ
桜
を
モ
デ
ル
に
描
い
た
も
の
で
す
。
作
品
は

一
気
に
描
き
上
げ
た
の
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ

筆
を
加
え
、
何
年
も
か
け
て
仕
上
げ
た
大
作
で

す
。
江
森
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に
絵
を
見
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

３
月
25
日
、
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を
会
場

に
邦
楽
邦
舞
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
（財）
行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
い
き
い
き
財
団
な
ど
が
、
日
本
の
伝
統
的
な

楽
器
や
踊
り
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
し

た
も
の
で
す
。

筝
曲

そ
う
き
ょ
く

や
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
伝

統
文
化
子
ど
も
教
室
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
に

よ
る
発
表
も
あ
り
、
訪
れ
た
保
護
者
ら
は
、
子

供
た
ち
の
晴
れ
姿
を
熱
心
に
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
須
加
公
民
館
の
近
く
の
田
ん
ぼ

で
炭
焼
き
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
公
民
館
が
主
催
し
た
も
の
で
、
集

ま
っ
た
約
20
人
の
市
民
は
小
暮
努
さ
ん
の
指
導

で
炭
焼
き
に
挑
戦
。
こ
の
日
は
松
ぼ
っ
く
り
・

い
が
ぐ
り
・
ひ
の
き
の
実
な
ど
を
缶
に
入
れ

て
、
火
に
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
時
間
程

度
か
け
て
じ
っ
く
り
と
炭
化
さ
せ
、
煙
が
出
な

く
な
っ
て
出
来
上
が
り
。
炭
に
し
た
も
の
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
消

臭
効
果
も
抜
群
と
の
こ
と
で
す
。

３
月
24
日
、
長
野
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
功

記
念
式
典
が
行
田
平
安
閣
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
野
地
区
の
一
部
か
ら
な
る
約

26
・
４
ha
の
区
域
に
平
成
７
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
た
、
都
市
基
盤
整
備
が
平
成
17
年
度
に

完
了
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
式
典
で
は
同
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
審
議
会
委
員
を
代
表
し
て
宮
　
正
八
さ
ん

に
、
ま
た
、
評
価
員
を
代
表
し
て
関
田
英
太
郎

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
横
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
同
事
業
の
完
成
を
記
念

し
て
つ
る
ま
き
公
園
に
し
だ
れ
桜
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

伝
統
文
化
に
ふ
れ
て

江
森
光
三
さ
ん
が

し
だ
れ
桜
の
絵
を
寄
贈

近
代
的
な

都
市
基
盤
整
備
の
実
現
へ
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バ
レ
エ
の
流

れ
る
よ
う
な
動

き
と
し
な
や
か

な
ス
テ
ッ
プ
は
、

見
て
い
る
人
の

心
ま
で
も
軽
や

か
に
な
り
ま
す
。

誰
で
も
一
度
は

バ
レ
エ
の
ポ
ー

ズ
を
ま
ね
し
た

こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で

も
、
テ
レ
ビ
で
見
る
バ
レ
エ
の
形
に
は
な
ら
な

い
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
最
近
で
は
男
性
の
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
す
る
な

ど
、
今
や
男
女
を
問
わ
ず
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
バ
レ
エ
に
心
を
燃
や
し
て
い
る
子
供

バ
レ
エ
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
創
設
20
年

を
超
え
る
伝
統
あ
る
子
供
バ
レ
エ
ク
ラ
ブ
は
現

在
、
幼
稚
園
年
少
か
ら
22
歳
の
学
生
ま
で
、
総

勢
22
人
の
バ
レ
リ
ー
ナ
た
ち
が
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

練
習
は
毎
週
水
曜
日
の
午
後
４
時
か
ら
、
年

齢
別
の
３
つ
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
ず
つ

行
っ
て
い
ま
す
。
現
代
舞
踊
と
言
わ
れ
る
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
を
基
本
と
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
流
れ
る
音
楽
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感

じ
て
、
体
全
体
で
表
現
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

11
月
に
は
太
井
公
民
館
の
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
文
化
祭
で
１
年
間
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
は
市
外
か
ら
練
習
に
参
加
し
て
い

る
生
徒
も
お
り
、
文
化
祭
後
に
懇
親
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
行
い
生
徒
や
保
護
者
た
ち
の
親
睦

が
は
か
ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
で
き
な
か
っ
た
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
う
れ
し
い
」

「
中
学
生
に
な
る
と
部
活
動
が
始
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

今
は
バ
レ
エ
に
集
中
し
た
い
」
と
皆
さ
ん
情
熱

を
注
い
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

「
体
の
柔
軟
さ
は
見
て
い
て
と
て
も
格
好
が

い
い
で
す
よ
。
女
の
子
も
、
男
の
子
も
大
歓
迎

で
す
」
と
話
す
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

向
井
久
恵
�
５
５
５
│
３
３

１
３

私
の
作
品

矢
場
　
　
安
田
　
幸
江

父
祖

ふ

そ

の
地
を
訪と

ひ
し
夕
映
え
彼
岸

ひ
が
ん

西
風

に

し

緑
町
　
　
鈴
木
喜
久
女

春
の
雷
父
に
一
喝

い
っ
か
つ

さ
れ
し
ご
と

南
河
原
　
三
沢
　
一
水

利
根
の
辺
を
孫
引
き
連
れ
て
青
き
踏
む

白
川
戸
　
鈴
木
　
都く

に

子

渡
船
場
の
黄
旗
は
た
め
く
雪
解

ゆ
き
げ

風

本
丸
　
　
諸
貫
　
節
子

小
さ
き
手
に
摘つ

み
草
あ
ふ
れ
笑え

み
あ
ふ
れ

行
田
　
　
松
村
　
照
子

卒
業
歌
窓
よ
り
流
る
佳
き
日
か
な

下
中
条
　
五
十
部
秀
子

鳥
帰
る
快
晴
の
空
ど
こ
ま
で
も

須
加
　
　
藤
本
ヤ
ス
エ

摘
草

つ
み
く
さ

や
土
地
の
香
楽
し
む
利
根
の
土
手

城
西
　
　
橋
本
ま
さ
子

国
産

こ
く
さ
ん

と
確
か
め
買
う
て
蜆

し
じ
み

汁じ
る

門
井
町
　
森
下
さ
と
し

種た
ね

蒔ま

け
ば
得
た
り
や
応
と
土
の
声

持
田
　
　
岡
本
千
寿
子

摘
草
の
採
り
た
て
う
ま
し
酒
肴

し
ゅ
こ
う

と
す

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

子供バレエクラブ

～心も体も軽やかにステップ～
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矢
場
　
　
鈴
木
か
づ
の

春
嵐
お
か
っ
ぱ
お
で
こ
全
開
に

前
谷
　
　
町
田
　
貞
子

姿
無
き
ひ
ば
り
の
声
に
瞼
閉
じ

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

今
月
は
、
趣
味
の
写
真
が
生
き
が
い
と
お
っ

し
ゃ
る
半
田
充
右
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

半
田
さ
ん
と
写
真
と
の
出
会
い
は
15
年
程
前

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
も
と
も
と
は
、
さ
つ

き
盆
栽
を
趣
味
に
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

き
れ
い
に
咲
い
た
さ
つ
き
盆
栽
を
写
真
で
残
し

て
お
こ
う
と
思
い
立
ち
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を

購
入
し
た
の
が
写
真
を
始
め
る
き
っ
か
け
で
し

た
。
最
初
は
盆
栽
の
写
真
だ
け
を
撮
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
徐
々
に
写
真
が
面
白
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
写
真

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
つ
い
に
は
、
写
真
撮

影
の
た
め
に
、
花
の
栽
培
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
勤
め
て
い
た
会
社
で
社
内
報
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
、
県
内
の
お
祭
り
な
ど
を

取
材
し
て
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
半
田
さ
ん

は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
花
だ
け
で
な
く
、

お
祭
り
で
人
物
や
ス
ナ
ッ
プ
、
そ
し
て
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
撮
影
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
も
、
全
国

規
模
の
写
真
ク
ラ
ブ
で
年
間
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
ま
で
に
実
力
を
つ
け
た
半
田
さ
ん
の
撮
影

意
欲
は
衰
え
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
撮
影
の
範
囲
を
広
げ
、
風
景
写

真
も
撮
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
風
景
写
真
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、
撮
影
に
手
間
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
思
い
ど
お
り

の
写
真
が
撮
れ
た
時
の
感
動
は
格
別
で
す
。
で

き
れ
ば
富
士
山
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
す
。

も
と
も
と
絵
を
鑑
賞
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た

と
話
す
半
田
さ
ん
は
、
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
目
標
に
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
気
に
入
っ
た
写
真
を
選

び
、
写
真
集
と
し
て
出
版
す
る
の
が
夢
だ
そ
う

で
す
。
写
真
が
な
に
よ
り
の
元
気
の
源
だ
と
話

す
半
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
健
康
で
長
生
き
し

て
、
多
く
の
作
品
を
作
り
た
い
と
意
欲
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
井
　
友
美

ゆ

み

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

誠
・
友
子
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
５
月
30
日
生
ま
れ

「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
　
」

岡
本
　
莉
央

り

お

ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

龍
治
郎
・
か
お
り
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
５
月
３
日
生
ま
れ

「
明
る
く
　
の
び
の
び
育
っ
て
ね
」

石
田
　
陽
紀

は
る
き

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

貴
之
・
忍
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
５
月
４
日
生
ま
れ

「
太
陽
の
様
に
い
つ
も
明
る
く
！
」

佐
々
木
　
翼

つ
ば
さ

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

健
・
の
ぞ
み
さ
ん
の
二
男

平
成
17
年
５
月
２
日
生
ま
れ

「
目
指
せ
！
平
成
の
若
大
将
！
」

露
原
　
沙
絵

さ

え

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

泰
三
・
美
知
子
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
５
月
２
日
生
ま
れ

「
人
に
好
か
れ
る
優
し
い
子
に
」

今月は、平成17年7月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは5月31日（水）です。
抽選会は6月2日（金）の午後1時30分市役所203会議室

夢
は
写
真
集
の
出
版

半
田
　
充
右
さ
ん
（
南
河
原
・
64
歳
）

『絵画用品』（油彩画）
松竹　支（持田）



▼
日
時

５
月
30
日
（火）

午
前
９
時

〜
　
▼
場
所

郷
土
博
物
館
玄
関
前

▼
配
布
す
る
菊
苗

厚
物
・
管
物
３

千
本
　
▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光

課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時

５
月
28
日
（日）

午
前
９
時

〜
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
　
▼
種
目

団
体
戦
　
①
男
子

１
部
・
２
部
（
２
Ｓ
１
Ｗ
）
②
女
子

１
部
・
２
部
（
２
Ｓ
１
Ｗ
）
▼
参
加

費

男
子
１
チ
ー
ム
　
２
千
円
（
学

生
１
千
５
０
０
円
）
女
子
１
チ
ー
ム

２
千
円
（
学
生

１
千
５
０
０
円
）

※
連
盟
未
登
録
　
２
千
５
０
０
円

※
原
則
と
し
て
申
し
込
み
後
の
参
加

料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。
▼
参
加

資
格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※
学
生
は
男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で

20

市
の
花
・

菊
苗
の
無
料
配
布

行
田
市
民
卓
球
大
会

春
季
団
体
戦

▼
主
催

行
田
市
卓
球
連
盟
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
12
日

（金）
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
電
話
で
〒
３
６
１
―
０
０

２
４
　
行
田
市
小
針
２
５
８
５
　
卓

球
連
盟
事
務
局
田
島
直
也

�
５
５

９
―
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
へ
。

▼
日
時

毎
週
土
・
日
曜
日

午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
祝
日
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）
▼
場
所

総
合
公
園
弓
道
場
　
▼
対
象

市
内

在
住
・
在
勤
、
成
人
の
方
で
弓
道
を

や
っ
た
経
験
の
あ
る
方
（
未
経
験
の

方
で
も
可
）
▼
費
用
　
入
会
金
１
千

円
、
年
会
費
６
千
円
　
▼
そ
の
他

募
集
期
間
は
６
月
30
日
（金）
ま
で
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
連
盟

空
本
宅
�
５
５
３
―
１
２
５
０
ま
た

は
田
島
宅
�
５
５
９
―
３
０
３
８

▼
日
時

５
月
20
日
（土）

午
後
２
時

〜
４
時
　
▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵
（
蓮

華
寺
通
り
）
▼
定
員

18
人
　
▼
参

加
費

一
人
１
千
円
　
▼
指
導

藤

間
良
夫
さ
ん
　
▼
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

忠
次
郎

蔵
�
５
５
２
―
１
０
１
０
（
受
付
時

間
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

▼
日
時

６
月
11
日
（日）

午
前
５
時

30
分
　
市
役
所
前
集
合
　

▼
行
程

バ
ス
利
用
（
行
田
―
那
須
岳
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
山
麓
駅
―
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
―

茶
臼
岳
―
南
月
山
―
沼
原
湿
原
―
行

田
）
▼
歩
行
時
間

約
４
時
間
　
▼

費
用

４
千
円
（
乗
り
物
代
、
傷
害

保
険
料
な
ど
）
▼
定
員

50
人
　
▼

服
装

長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

帽
子
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

ザ
ッ
ク
な
ど
の
歩
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
　
▼
持
ち
物

弁

当
、
水
筒
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、

替
え
靴
下
・
下
着
　
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

行
田
山
の
会
河
田
宅

�
５
５
４
―
３
４
５
０

▼
日
時

６
月
６
日
（火）

午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分

〜
）
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
や
す

ら
ぎ
の
里
　
▼
対
象

市
内
の
乳
幼

児
を
持
つ
父
母
　
▼
会
費

１
０
０

円
　
▼
内
容

子
育
て
中
の
親
同
士

で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
）
▼
定
員

30
人
　
▼
主
催

行
田
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
　
▼
後
援

行
田

市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
８

日
（月）
か
ら
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
�
５
５
７
―
５
４
０
０
　

▼
勤
務
内
容

小
学
校
通
学
路
で
の

立
哨
、
交
通
安
全
の
指
導
な
ど
　
▼

応
募
資
格

20
歳
か
ら
65
歳
未
満
で

交
通
安
全
に
つ
い
て
熱
意
の
あ
る
方

▼
募
集
人
数

若
干
名
　
▼
報
酬

一
カ
月
２
万
７
千
円
　
▼
そ
の
他

制
服
・
装
備
品
な
ど
す
べ
て
給
付
、

貸
与
し
ま
す
　
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

防
災
安
全
課
交
通
係
（
内

線
２
８
４
）

５
月
か
ら
庁
舎
の
増
築
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
の
駐
車
場
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行

田
�
５
５
６
―
３
１
５
１

広告

行
田
市
弓
道
連
盟
会
員

〜
も
う
一
度
弓
道
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
　

那
須
茶
臼
岳
か
ら
白
ヤ
シ
オ

咲
く
南
月
山
へ

子
育
て
談
話
室

た
ん
ぽ
ぽ

交
通
指
導
員

行
田
公
共
職
業
安
定
所

庁
舎
増
築
工
事

手
打
ち
そ
ば
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）
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▼
日
時

６
月
18
日
（日）

午
後
２
時

〜
４
時
　
▼
場
所

熊
谷
市
文
化
セ

ン
タ
ー
文
化
会
館
（
熊
谷
市
桜
木
町

２
―
33
―
２
）
▼
内
容

演
題
１

「
ど
ん
な
病
気
？
」、
演
題
２
「
ど
う

す
れ
ば
判
る
の
？
」、
演
題
３
「
ど

う
や
っ
て
治
す
の
？
」
▼
講
師

加

藤
裕
二
さ
ん
（
壮
幸
会
行
田
総
合
病

院
泌
尿
器
科
部
長
）
ほ
か
　
▼
参
加

無
料
　
▼
共
催

埼
玉
県
泌
尿
器
科

医
会
ほ
か

▼
後
援

行
田
市
・
行

田
市
医
師
会
・
埼
玉
県
医
師
会
ほ
か

▼
申
し
込
み

６
月
14
日
（水）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人

数
を
明
記
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
〒
１
１
２
ー
０
０
０
４
　
東
京

都
文
京
区
後
楽
１
ー
４
ー
14

後
楽

森
ビ
ル
19
階
　
埼
玉
前
立
腺
が
ん
市

民
公
開
講
座
事
務
局
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

ー
５
８
４
０
ー
１
１
５
７
へ
　
▼
問

い
合
わ
せ

前
立
腺
が
ん
市
民
公
開

講
座
事
務
局

�
０
１
２
０
―
１
２

７
―
３
１
３

国
土
交
通
省
は
河
川
を
や
さ
し
く

見
守
っ
て
下
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間

平
成
18
年
７
月
１
日
〜
平

成
20
年
６
月
30
日
（
２
年
間
）
▼
対

象
河
川

利
根
川
　
▼
応
募
資
格

利
根
川
付
近
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

▼
応
募
締
切

５
月
26
日
（金）

▼
謝

礼

実
費
程
度
　
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
利
根
川
上

流
河
川
事
務
所
川
俣
出
張
所

�
５

６
３
―
１
９
９
２

▼
日
時

６
月
３
日
（土）

午
前
９
時

15
分
〜
11
時
50
分
　
▼
場
所

教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
▼
演
題

読
む
・
感
じ
る
・
そ
し
て
続
け
る
〜

読
み
聞
か
せ
か
ら
読
書
へ
の
誘
い
〜

▼
講
師

児
玉
ひ
ろ
美
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▼
対
象

市
内
、
近
隣
市
町
村
の
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
、
公
共
施
設
、

市
民
団
体
、
書
店
に
お
い
て
図
書
館

司
書
ま
た
は
読
書
推
進
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
。
ま
た

は
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
。
▼
受
講
無

料

▼
定
員

60
人
（
先
着
順
）
▼

内
容
【
第
１
部
】
講
演
「
読
み
聞
か

せ
・
読
書
・
こ
と
ば
」【
第
２
部
】

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
▼
主
催

（財）
忍

郷
友
会
読
書
推
進
実
行
委
員
会
　
▼

後
援

行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宮
脇
書
店

行
田
店
（
担
当
大
戸
・
田
村
）
�
５

５
４
―
６
３
０
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３

―
７
５
０
０

▼
日
時

６
月
８
日
（木）

午
前
10
時

〜
正
午
　
▼
場
所

県
立
行
田
養
護

学
校
　
▼
内
容

学
校
概
要
説
明
や

授
業
見
学
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

５
月
31
日
（水）
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
校
教
頭
ま
で
�
５

５
４
―
３
３
０
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
０

―
１
０
５
５

▼
日
時

７
月
16
日
（日）

【
昼
の
部
】
午
後
０
時
15
分
開
演

【
夜
の
部
】
午
後
４
時
15
分
開
演

▼
場
所

熊
谷
会
館
　
▼
料
金

特

等
席
６
千
円
、
一
等
席
２
千
円
、
一

等
学
生
席
１
千
円
、
お
た
め
し
席
１

千
円
　
▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売

５
月
14

日
（日）
午
前
10
時
〜
　
▼
問
い
合
わ
せ

熊
谷
会
館
�
５
２
３
―
２
５
３
５

広告

日時 ６月４日（日）午後２時～　 場

所 教育文化センター「みらい」文化ホー

ル　 テーマ わが町の健康（�） 講演

①「日本の医療の現状」中野光庸さん(行

田市医師会長) ②「新しい医療連携を求め

て」川嶋賢司さん（壮幸会行田総合病院

院長）③「小児救急とＡＥＤ」川島治さん

（行田中央総合病院院長）④「高齢者と口

腔ケア」清水泰司さん（行田市歯科医師

会副会長）⑤「薬と食品の食べ合わせ」鹿

山高彦さん（行田市薬剤師会学術担当）

入場無料 その他 午後１時から無料

医療相談を受け付けます　 主催 行田

市医師会　 共催 行田市歯科医師会・

行田市薬剤師会　 後援 行田市　 問い

合わせ 同医師会 �５５６―８０４０

第３回 行田市医師会
市民フォーラム

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

市
民
公
開
講
座

『
よ
く
わ
か
る

前
立
腺
が
ん
の
話
』

〜
家
族
で
考
え
よ
う

お
父
さ
ん
の
健
康
〜

第
５
回
読
書
推
進

支
援
講
演
会

県
立
行
田
養
護
学
校
公
開

18
代
目
中
村
勘
三
郎

襲
名
披
露

公共下水道が完成し、お住まいが「処理区域」内になりますと、すみや
かに排水設備を設置していただかなければなりません。

下水道一口メモ
設置義務
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広告

▼
勤
務
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
（
和
田
１
２
４
２
）
▼
勤
務
時

間
【
月
〜
金
】
午
後
５
時
30
分
〜
９

時
30
分
【
土
日
祝
】
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
ま
た
は
午
後
５
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
週
３
〜
４
日
程

度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
　
▼
業

務
内
容

窓
口
受
付
お
よ
び
施
設
管

理
業
務
　
▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
応
募
資
格

18
歳
〜
30
歳
ま
で
の

方
・
土
日
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方

▼
時
給

昼
間
７
５
０
円
・
夜
間

８
０
０
円（
試
用
期
間
は
昼
間
７
０
０

円
・
夜
間
７
５
０
円
）
▼
申
し
込
み

５
月
24
日
（水）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
の
上
、
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
ま
で

▼
勤
務
場
所

古
代
蓮
会
館
お
よ
び

古
代
蓮
の
里
売
店
　
▼
勤
務
時
間

午
前
７
時
〜
９
時
お
よ
び
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
勤
務
期
間

６
月
中
旬
〜
８
月
中
旬
　
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
（
勤
務
日
数
な
ど
応

相
談
。
そ
の
他
、
継
続
勤
務
へ
の

登
用
あ
り
）
▼
業
務
内
容

受
付
、

案
内
、
商
品
販
売
な
ど
の
接
客
業
務

▼
応
募
資
格
　
お
お
む
ね
18
歳
〜
45

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
、
土
日
勤
務
が

可
能
な
方

▼
募
集
人
員

８
人
　
▼

時
給

午
前
７
時
〜
９
時
は
９
０
０

円
、
午
前
９
時
以
降
は
７
０
０
円

▼
申
し
込
み

５
月
21
日
（日）
ま
で
に

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
古
代
蓮
会
館

ま
で
　

▼
日
時

５
月
26
日
〜
６
月
30
日
の

各
金
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
　
▼
内
容

ヨ

ガ
の
基
本
的
ポ
ー
ズ
・
呼
吸
法
・
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　
▼
対
象

成
人

▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費

６
０
０
円
　
▼
申
し
込
み

５

月
13
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
で
直
接
（
お
一

人
様
一
人
分
の
み
）

▼
日
時

５
月
27
日
〜
７
月
１
日
の

各
土
曜
日
（
全
６
回
）
午
前
９
時
〜

10
時
40
分
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

ボ
ク
シ
ン

グ
な
ど
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
運
動
を
行
い
、
脂
肪
燃
焼

を
促
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
を
高
め

る
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
に
動
い
た
体
を

ス
ト
レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
り

癒
し
効
果
を
得
ま
す
。
▼
対
象

成

人

▼
定
員

45
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費

６
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
５

月
21
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
で
直
接
。
＊
電

話
予
約
不
可

▼
日
時

７
月
９
日
（日）
午
後
６
時
30

分
開
場
　
午
後
７
時
開
演
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

岡
田
清
光
さ
ん
、
早
坂
華
織
さ
ん

▼
定
員

１
１
０
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
入
場
料

５
０
０
円
（
軽
食
付
・

全
席
自
由
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

５
月
28
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ

ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て
発
売

▼
日
時

５
月
12
日
（金）
〜
22
日
（月）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
場
は

午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

産
業
文

化
会
館
１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容

行
田
市
書
道
人
連
盟
会
員

の
作
品
展
　
▼
入
場
無
料

▼
日
時

８
月
26
日
（土）
午
後
２
時
30

分
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

三
遊
亭
楽
太

郎
・
三
遊
亭
幸
楽
・
マ
ギ
ー
司
郎
・

三
遊
亭
花
楽
京
　
▼
入
場
料

全
席

指
定
２
千
５
０
０
円
　
▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

６
月
10

日
（土）
午
前
９
時
か
ら
同
会
館
お
よ
び

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
（
電
話

で
の
予
約
は
翌
日
午
前
９
時
〜
）

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
業
務
ス
タ
ッ
フ
募
集

古
代
蓮
の
里

ス
タ
ッ
フ
募
集

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６

〜
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
奏
で
る

音
色
に
願
い
を
込
め
て
〜

彩
夏
書
展
（
書
道
展
）

行
田
寄
席

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

ヨ
ガ
教
室

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

ヒ
ー
リ
ン
グ
�

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,５３５人　男４４,０７３人　女４４,４６２人　世帯数３１,５３７世帯
（平成１８年４月１日現在） ３月中の異動　出生７０人　転入等４０５人　死亡６２人　転出等５９４人
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狩
野
派
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時

代
の
山
水
画
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間

５
月
20
日
（土）
〜
６
月
18
日

（日）

▼
場
所

郷
土
博
物
館
　
▼
問

い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

�
５
５

４
―
５
９
１
１

▼
日
時

６
月
10
日
（土）

午
後
４
時

30
分
開
演
　
▼
場
所

ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
行
田
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
天
満
８

―
１
）
▼
演
題
「
構
造
改
革
と
少
子

化
対
策
」
※
「
行
田
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
期
待
」
に
つ
い
て
も
講
演
の
中

で
触
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
講
師

江
利
川
毅
さ
ん
（
内
閣
府

事
務
次
官
・
行
田
市
出
身
）
▼
定
員

30
人（
先
着
順
）
▼
参
加
無
料

▼
主

催

熊
高
同
窓
会
行
田
支
部
　
▼
後

援

行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

熊
高
同
窓
会

行
田
支
部
事
務
局
田
代
宅

�
５
５

６
―
０
３
７
６
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

広告

四
季
山
水
図
屏
風
展

故
郷
で
語
る
講
演
会

場所 行田商工会議所会議室（商工センター内）

申し込み 各コースとも申し込み順で、定員になり次第締め切ります。FAXの

場合は住所、氏名、電話番号を明記の上、行田商工会議所へ。なお、会員事業

所の場合は、事業所名、所在地、電話番号を明記のこと。

問い合わせ　行田商工会議所会員サービス課 �５５６－４１１１　FAX５５６－

００５９

行田商工会議所パソコンセミナー

ス
ポ
ー
ツ
に
最
適
な
季
節
の
到
来

で
す
。
一
日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご

家
族
や
お
友
達
、
同
僚
の
皆
さ
ん
な

ど
と
一
緒
に
屋
外
ナ
イ
タ
ー
施
設
で

気
持
ち
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

①
総
合
公
園
庭
球
場
（
全
８
面
）

②
富
士
見
公
園
野
球
場
（
ナ
イ
タ
ー

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
利
用
の
み
可
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
２
面
）

▼
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（
照
明
点
灯
開
始
時
間
は
時
期
ご

と
に
設
定
）
▼
休
館
日

第
２
・
４

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
の

火
曜
日
）
▼
庭
球
場
利
用
料
金

１

面
１
時
間
　
大
人
７
０
０
円
・
小
人

（
中
学
生
以
下
）
３
５
０
円
　
照
明

料
金
　
１
面
１
時
間
８
０
０
円
（
大

人
、
小
人
の
区
分
な
し
）
▼
野
球
場

利
用
料
金

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
面
１

時
間
　
大
人
４
０
０
円
・
小
人
２
０

０
円
　
照
明
料
金
　
１
面
１
時
間
１

千
５
０
０
円
　
▼
受
付
窓
口

行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
総
合
公

園
庭
球
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
庭
球
場

当
日
利
用
の
み
対
応
可
�
５
５
６
―

３
９
７
１
）

▼
開
催
日

６
月
３
日
（土）

▼
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

８
月
19
日
（土）
か
ら
、
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

世
界
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
日
本
代

表
応
援
ブ
ー
ス
の
設
置
を
は
じ
め
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

行
田
市
美
術
家
協
会
４
部
門

（
書
・
絵
画
・
工
芸
・
写
真
）
の
作

品
を
展
示
し
、
古
代
蓮
会
館
入
館
者

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
会
期
　
【
書
部
】
４
月
29
日
（土）
〜

５
月
28
日
（日）

【
工
芸
部
】
５
月
30

日
（火）
〜
６
月
29
日
（木）

【
写
真
部
】

８
月
２
日
（水）
〜
31
日
（木）

【
絵
画
部
】

９
月
２
日
（土）
〜
10
月
１
日
（日）

▼
場

所

古
代
蓮
会
館
催
事
室
　
▼
入
館

料

大
人
４
０
０
円
・
小
人
２
０
０

円
（
障
害
者
割
引
あ
り
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

屋
外
ナ
イ
タ
ー
施
設

グ
リ
ア
リ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

行
田
市
美
術
家
協
会

会
員
作
品
展

コース 日　程 定員 受講料 その他

パソコン入門 ６,０００円

会員は
４,０００円

別途
テキスト代
として
５２５円

別途テキスト
代として
２,０００円

１８,０００円

会員は
１２,０００円

９,０００円

会員は
６,０００円

８人

インターネット
Ｅメール入門

ワード基礎

ワード応用

エクセル基礎

エクセル応用

アクセス基礎

５月３１日（水）、６月１日（木）
午前９時～正午

６月７日（水）・８日（木）
午前９時～正午

６月１２日（月）～１４日（水）
午前９時～正午

６月１５日（木）・１６日（金）
午前９時～正午

６月１９日（月）～２１日（水）
午前９時～正午

６月２２日（木）・２３日（金）
午前９時～正午

７月１０日（月）・１１日（火）
１３日（木）・１４日（金）
午前９時～正午

（ ）

（ ）

（ ）

固定資産税・都市計画税・・・１期　　納期限・・・５月３１日（水）
軽自動車税・・・・・・・・・全期　　　

今月の納税



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ
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■編　集／ 総合政策部広報広聴課

日本人はカルシウムが不足しています。カルシウムが不足すると、骨粗
しょう症などの骨の病気をはじめ、イライラ、不眠症など神経・ホルモン
のコントロールに影響します。牛乳は、コップ1杯で大人1日あたりのカル
シウム必要量の3分の1がとれます。そのまま飲んだり、料理やお菓子に利
用して牛乳からカルシウムをとっていきましょう。

杏 仁 豆 腐

栄養成分
エネルギー272kcal たんぱく質3.6g 炭水化物57.1g
脂質3.9g カルシウム114mg 塩分0.1g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…牛乳を食べてカルシウムアップ…

ぎょうだ 

阿
部
家
の
江
戸
藩
邸

146

作り方
①鍋に粉寒天を水でふやかし、火にかけ溶かす。熱いうちに牛乳と砂糖
を混ぜる。あら熱がとれたら、アーモンドエッセンスを加え、バット
に流し入れ冷やし固める。
②シロップを作る。鍋に砂糖と水を入れ、煮立ったら弱火で5分煮つめ
冷やす。
③①を一口大に切って器に入れ、フルーツ缶を添えてシロップを注ぎ入
れる。

材料（2人分）
粉寒天…4g 牛乳…200cc 砂糖…40g アーモンドエッセンス…適量
フルーツ缶…100g シロップ（砂糖…50g 水…200cc）

江
戸
藩
邸
は
大
名
が
江
戸
に
居
住
す
る
た
め
幕
府

よ
り
与
え
ら
れ
た
屋
敷
地
で
、
藩
の
江
戸
出
張
所
と

し
て
の
機
能
も
合
わ
せ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
よ

り
の
拝
領
地
で
あ
る
た
め
、
命
令
が
あ
れ
ば
屋
敷
と

土
地
を
明
け
渡
し
、
他
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
代
わ
り
の
土
地
や
屋
敷
は
幕
府
よ
り

与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
越
し
先
の
普
請
な
ど
は
大

名
側
の
負
担
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
に
藩
主
が
居
住

す
る
上
屋
敷
を
は
じ
め
、
江
戸
詰
の
家
臣
た
ち
が
暮

ら
す
中
屋
敷
、
下
屋
敷
な
ど
複
数
の
屋
敷
を
拝
領
し

て
い
ま
し
た
。

阿
部
家
の
屋
敷
は
初
代
忠
秋
が
寛
永
６
年
（
１
６

２
９
）
に
江
戸
城
和
田
倉
門
内
に
拝
領
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
暦
の
大
火
前
の
江
戸
の

様
子
を
描
い
た
「
正
保
年
中
江
戸
絵
図
」（
国
立
公
文

書
館
所
蔵
）
に
も
和
田
倉
門
内
に
忠
秋
の
屋
敷
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
現
在
の
皇
居
外
苑
の
北
端

あ
た
り
、
噴
水
公
園
が
あ
り
ま
す
。
皇
居
外
苑
と
現

在
の
丸
の
内
一
帯
は
、
有
力
な
外
様
大
名
を
は
じ
め
、

譜
代
大
名
の
な
か
で
も
老
中
・
若
年
寄
を
勤
め
た
り
、

最
高
位
の
家
格
で
あ
る
溜
間
詰

た
ま
り
の
ま
づ
め

の
大

名
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
文

政
６
年
（
１
８
２
３
）
か
ら
忍
藩
主

と
な
っ
た
松
平
下
総
守
家
の
上
屋
敷

も
、
江
戸
時
代
後
半
に
は
こ
の
一
角

に
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
家
の
上
屋
敷
の
場
所
は
和
田

倉
門
内
か
ら
何
度
か
移
転
し
て
い
ま

す
が
、
江
戸
時
代
の
前
半
に
つ
い
て

は
記
録
が
少
な
い
た
め
、
断
片
的
に
し
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
天
明
元
年
（
１
７
８
１
）、
６
代
阿
部
正
敏
ま
さ
と
し

の

と
き
、
そ
れ
ま
で
西
の
丸
下
（
現
在
の
皇
居
外
苑
）

に
あ
っ
た
上
屋
敷
の
代
わ
り
に
江
戸
城
山
下
門
内
に

約
８
千
坪
の
屋
敷
を
賜
り
、
こ
れ
が
幕
末
ま
で
続
き

ま
し
た
。
こ
こ
は
現
在
の
内
幸
町
１
丁
目
１
番
地
、

帝
国
ホ
テ
ル
が
建
っ
て
い
る
場
所
で
す
。

ま
た
、
麻
布
に
約
４
万
９
千
坪
の
広
大
な
下
屋
敷

が
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
藩
主
の
家
族
が
暮
ら

す
御
殿
の
ほ
か
、
江
戸
詰
の
家
臣
用
の
長
屋
が
並
び
、

日
本
庭
園
や
馬
場
、
鉄
砲
の
練
習
場
な
ど
も
あ
り
、

立
派
な
大
名
屋
敷
の
風
情
を
醸
し
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
現
在
の
西
麻
布
１
丁
目
と
３
丁
目
に
あ
た
り
、

屋
敷
地
の
中
央
を
東
西
に
首
都
高
速
渋
谷
線
が
走
っ

て
い
ま
す
。
敷
地
の
東
隣
は
寺
院
を
挟
ん
で
長
門
国

長
府
藩
主
毛
利
家
の
上
屋
敷
、
現
在
の
六
本
木
ヒ
ル

ズ
で
す
。

大
名
屋
敷
の
多
く
は
明
治
に
な
る
と
新
政
府
に
接

収
さ
れ
、
官
公
庁
や
軍
事
施
設
、
要
人
の
邸
宅
な
ど

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
の
町
割
り
が

現
在
の
都
市
計
画
に
生
か
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
現
在
の
市

街
地
図
に
江
戸
の
町
割
り
を
重

ね
た
地
図
も
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
片
手
に
大
名

屋
敷
址
を
歩
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

阿部家上屋敷
（嘉永3年『麹町永田町外

桜田絵図』より）


